
　
競
争
力
の
あ
る
産
業
の
創
出
を
目

指
し
て
、
滋
賀
県
が
平
成
16
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
産
業
振
興
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
 

　
地
域
の
発
案
に
よ
る
、
地
域
固
有

の
資
源
や
特
性
を
活
か
し
た
力
強
い

産
業
振
興
の
取
り
組
み
が
見
込
ま
れ

る
地
域
を
「
特
区
」
と
し
て
認
定
し
、

こ
こ
で
の
取
り
組
み
を
5
年
間
の
期

間
限
定
で
集
中
的
に
支
援
す
る
と
い

う
全
国
初
の
試
み
で
す
。
 

　
こ
の
た
び
認
定
を
受
け
た
本
市
の

『
国
際
陶
芸
産
業
都
市
』
特
区
計
画

の
概
要
は
、
次
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し

ま
す
が
、
こ
の
計
画
に
参
画
す
る
事＊

業
者
の
皆
さ
ん
は
、
法
人
（
個
人
）

事
業
税
や
不
動
産
取
得
税
等
の
減
免

を
は
じ
め
、
低
利
融
資
制
度
な
ど
、

県
や
本
市
の
支
援
制
度
の
適
用
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
新

た
な
補
助
制
度
な
ど
に
つ
い
て
も
、

今
後
、
県
と
協
議
を
進
め
て
い
く
予

定
で
す
。
 

　
 
＊
県
に
よ
る
認
定
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

　
11
月
21
日
に
行
わ
れ
た
、特
区
認

定
審
査
・
評
価
委
員
会
で
委
員
長
で

あ
る
堺
屋
太
一
さ
ん
も
「
信
楽
地
域
は

日
本
を
代
表
す
る
や
き
も
の
産
地
で

あ
り
、地
域
の
歴
史
や
文
化
、伝
統
、技

術
を
活
か
し
優
れ
た
計
画
と
な
っ
て
い

ま
す
。
自
信
を
も
っ
て
世
界
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
大
き
な
計
画
の
推
進
に
よ
り
、

内
外
か
ら
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ

る
信
楽
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
ま
す
。
」
と
計
画
へ
期
待

を
寄
せ
る
コ
メ
ン
ト
を
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
信
楽
焼
は
1
2
6
0
年
の
伝
統
を

誇
る
日
本
を
代
表
す
る
陶
器
産
地
で

あ
り
、
日
本
六
古
窯
の
ひ
と
つ
に
数

え
ら
れ
ま
す
。
現
在
の
陶
器
業
界
は

消
費
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
や
モ
ノ
あ

ま
り
、
海
外
か
ら
の
輸
入
品
の
影
響

な
ど
大
変
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。
国
内
の
陶
器
産
地
の
な
か
で

信
楽
焼
の「
個
性
」や「
ら
し
さ
」を
い

か
に
し
て
打
ち
出
せ
る
か
、
ま
た
デ

ザ
イ
ン
や
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
向
上
を

図
り
、
世
界
に
通
用
す
る
も
の
づ
く

り
へ
の
取
り
組
み
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の

強
化
が
必
要
で
す
。
ま
た
信
楽
焼
の

風
合
い
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

原
材
料
で
あ
る
陶
土
資
源
の
確
保
が

重
要
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
 

　
信
楽
地
域
に
は
「
信
楽
窯
業
技
術

試
験
場
」「
陶
芸
の
森
」「
M
I
H
O

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
な
ど
、
国
際
的
な

顔
を
も
つ
施
設
が
存
在
し
ま
す
。
そ

こ
で
は
窯
業
技
術
の
研
究
、
人
材
育

成
、
産
学
官
に
よ
る
取
り
組
み
や
こ

れ
ま
で
42
か
国
、
約
6
0
0
名
の
陶

芸
家
が
滞
在
さ
れ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・

イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
事
業
な
ど
海
外

か
ら
も
注
目
さ
れ
る
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
ら
信
楽
の
持
つ
潜
在
能
力
（
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
）を
最
大
限
に
活
か
し
な

が
ら
、
人
々
の
感
性
に
訴
え
る
も
の

づ
く
り
を
す
る
た
め
に
、『
国
際
陶

芸
産
業
都
市
』
特
区
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。
 

『国際陶芸産業都市』特区計画が滋賀県経済振興特区に認定 

　
平
成
18
年
12
月
28
日
、甲
賀
市
の『
国
際
陶
芸
産
業
都
市
』特
区

計
画
が
滋
賀
県
経
済
振
興
特
区
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
特
区
認
定

は
県
内
地
域
で
5
番
目
と
な
り
同
日
、滋
賀
県
経
済
振
興
特
区
計

画
認
定
書
授
与
式
が
滋
賀
県
庁
知
事
室
で
行
わ
れ
、嘉
田
知
事
か

ら
中
嶋
市
長
へ
認
定
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
経
済
振
興
特
別
区

域
の
範
囲
は
甲
賀
市
の
信
楽
地
域
全
域
（
1
6
4
．3
4
H
）で
す
。
 

「
滋
賀
県
経
済
振
興
特
区
」制
度
と
は
？
 

日
本
六
古
窯
の
ひ
と
つ『
信
楽
焼
』を
題
材
に
し
た
 

『
国
際
陶
芸
産
業
都
市
』特
区
計
画
 

『国際陶芸産業都市』特区計画の概要 

1．国際性や感性を育み、産地（まち）
の活性化を図る 

 
　■海外へ信楽焼を紹介し、新たな販路の開拓を行

います。（陶器産地では日本初の試み） 

　■3年に一度の陶芸展「（仮称）信楽陶芸トリエン
ナーレ」の開催をめざします。 

 

2．販路や商品のイノベーションを
推進し、生産額の増大を図る 

　 
　■アートと産業の融合を目指し、デザイン強化の
取り組みを行います。 

　■屋上緑化、壁面緑化、セラミックフィルターな

どの環境関連産業の推進を図ります。 

3．伝統産業の保存振興により、産
地の基盤強化を図る 

 
　■枯渇する陶土資源の確保に努めます。 

　■人材の育成や産地間の交流に取り組みます。 

 

 

4．観光の振興により、地元経済の
活性化を図る 

 
　■登り窯、穴窯などの産業遺産の活用やホ

＊
スピタ

リティーの向上を図ります。 

　　　＊訪問者を丁重にもてなすこと。 

審
査
・
評
価
し
た
 

　
堺
屋
太
一
委
員
長
も
 

　
　
今
後
の
計
画
へ
期
待
 

世界中からバイヤーや 
芸術家たちが訪れるまちへ 
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世
界
の
信
楽
と
は
 信
 
楽
 
と
い

う
名
前
を
聞
い
た
だ
け
で
、
信
楽
焼

の
持
つ
素
朴
な
味
わ
い
や
質
感
、
ま

た
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
な
が
る
和
の
テ
イ

ス
ト
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
ま
で
も
イ
メ

ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、陶
都
と
し
て
の
品
格
を
有
す

る
ま
ち
に
な
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。
 

　
本
特
区
計
画
は
、
県
へ
の
認
定
申

請
に
あ
た
り
作
成
し
た
も
の
で
す
が
、

今
後
認
定
期
間
中
（
平
成
22
年
度
ま

で
）
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
提
案

等
も
参
考
に
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
具
体
的
な

支
援
策
等
は
今
後
県
と
の
調
整
作
業

に
入
り
ま
す
が
、
特
区
事
業
の
推
進

と
甲
賀
市
を
世
界
へ
発
信
で
き
る
よ

う
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
 問

い
合
わ
せ
 
商
工
観
光
課
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日本の信楽から 
 

日本の信楽から 
しが　　らき 

世界の信楽へ世界の信楽へ
SHIGARAKI

日本の信楽から世界の信楽へ
しが　　らき SHIGARAKI

信楽から甲賀市を 
世界へ発信 

嘉
田
知
事
か
ら
認
定
書
を
受
け
る
 

中
嶋
市
長
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